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困ったときのJA連絡先ガイド

佐渡市認証米田植え



平成24年度版

困ったときのＪＡ連絡先ガイド
各種ＪＡ事業およびグループ会社事業等に関する
お問い合わせ先（電話番号）をお知らせいたします。

キャッシュカード・
通帳を紛失した

農業融資、各種ローンに関する
ご相談・お問い合わせ

ＪＡカード（クレジット
カード）を紛失した

交通事故に関するご連絡

　以下の連絡先に直ちにお電話でご連絡くださ
い。不正払出防止の登録をいたします。
　ご連絡の後、お取引店窓口にて正式なお手続き
をお願いいたします。その際、免許証などご本人
が確認できる資料や、お届印、通帳などが必要に
なります。
●平日　午前８時30分～午後５時まで
お取引先の支店・出張所

●平日の上記営業時間外、土・日・祝日、年末年
始の休業日
ＪＡバンク新潟コールセンター【24時間・365
日受付】（※21:00～７:30の間は「ＪＡバンク・
キャッシュカード紛失共同受付センター」が受付
いたします。）
（フリーダイヤル）0120−887−239

最寄りのＪＡ佐渡支店および融資センター
（金井支店内　電話：63−2890）
融資センターの営業日・時間
　平日　午前８時30分～午後６時
　土日　午前８時30分～午後５時
　（祝日及び年末年始は休業させていただきます。）

　カード盗難・紛失にあった際は、すぐにご連絡
ください。カード使用停止の手続きをいたします。

（ＪＡ総合ポイントカード一体型、ＪＡキャッシュ
カード一体型についても同様です。）
NICOS盗難紛失受付センター
【24時間・365日受付】
（フリーダイヤル）0120−159−674

●平日　午前８時30分～午後５時まで
　下記の①②のいずれかに連絡下さい。
　①最寄りの支店・出張所
　②「ＪＡ共済事故受付センター」
　　【24時間・365日受付】
　　（フリーダイヤル）0120−258−931

●�平日の上記営業時間外、土・日・祝日、年末年
始の休業日
　「ＪＡ共済事故受付センター」
　【24時間・365日受付】
　（フリーダイヤル）0120−258−931

困ったときのＪＡ連絡先ガイド
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ＪＡ佐渡総合ポイントに
関するお問い合わせ

農業労災に関する
お問い合わせ

葬儀に関するご相談・お問い合わせ

　ＪＡ佐渡総合ポイント制度に関するご質問、会
員情報の変更、ポイントカードの紛失等に関する
連絡は、下記までお願いいたします。（ＪＡカー
ド一体型の場合は、Ｐ２「ＪＡカード（クレジッ
トカード）を紛失した」の項をご確認の上、すぐ
にカード会社にご連絡ください。）

　ＪＡ佐渡本店　総務部企画課
　電話：27−6161
　（受付時間：平日　午前８時30分～午後５時）

　ＪＡ佐渡各支店組合員担当またはＪＡ佐渡本店
　総務部教育人事課（電話：27−6161）まで
ご連絡ください。（受付時間：平日　午前８時30
分～午後５時）

※ＪＡ共済にご加入の方で、農作業中のケガ等で
手術・入院治療等を受けられた場合は、お取引先
の支店窓口へご連絡ください。

【24時間・365日受付いたします。】

◆ＪＡレインボーホール
　式場 （120席：最大180席）
　住所：〒952−0109
　　　　佐渡市新穂大野1865番地２
　電話：22−2241

（株）コープ佐渡　葬祭センター
電話：22−4447

◆ＪＡレインボーホールまの
　式場 （80席：最大100席）
　住所：〒952−0318
　　　　佐渡市真野新町456
　電話：55−2673

ＪＡ佐渡総合ポイントカード ＪＡ佐渡総合ポイントカード
（クレジットカード一体型）

お問い合わせ全般

ＪＡ佐渡本店　総務部　電話：27－6161

（受付時間：平日　午前８時30分～午後５時）

　Email：�kikakuka@ja-sado-niigata.or.jp

・火葬手配等の代行

・病院からの遺体輸送

・霊柩業務

・遺体安置（ご相談に応じます）
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広げよう地産地消！園芸品目の生産拡大をめざして
園芸振興チーム新体制のお知らせ

　４月２日の定期人事異動に伴い、平成24年度「園芸振興チーム」をお知らせいたします。
平成23年度から13名でスタートした園芸振興チームは、今年度14名体制となりました。
農家所得向上のために、園芸品目の生産拡大をめざした取り組みを行っていきます。

広げよう地産地消！園芸品目の生産拡大をめざして
園芸振興チーム新体制のお知らせ

平成24年度園芸振興チーム

本間　廣吉
営農事業部副部長・

園芸振興チームリーダー

本間　和久
園芸振興課長・園芸振興
チームサブリーダー（蔬菜）

磯部健一郎
園芸振興課係長・園芸振興
チームサブリーダー（果樹）

新保　順也
相川営農農機課・

園芸振興チーム（蔬菜）

恵帳塚　勉
金井営農農機課主任・
園芸振興チーム（蔬菜）

柴坂　高志
金井営農農機課・

園芸振興チーム（果樹）

風間　信人
新穂営農農機課主任・
園芸振興チーム（果樹）

本間　章子
新穂営農農機課・

園芸振興チーム（蔬菜）

堀口　一茂
小木営農農機課主任・
園芸振興チーム（蔬菜）

本間　創
真野営農農機課主任・

園芸振興チーム（果樹・蔬菜）

高野　稔
赤泊営農農機課主任・
園芸振興チーム（果樹）

海老名知明
赤泊営農センター主任・
園芸振興チーム（果樹）

佐々木　勲
赤泊営農農機課係長・
園芸振興チーム（蔬菜）

佐藤　雄一
両津営農農機課係長・
園芸振興チーム（蔬菜）

蔬菜 果樹
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　情勢報告では、元ＪＡ新潟中央会専務理事で農政ジャーナ
リストの重野徳夫氏が、政府が国民への十分な情報提供がな
いままＴＰＰ参加国との事前協議を始めたことなどを説明
し、国民不在で進められているＴＰＰ参加交渉の危険性を訴
えました。

　３月25日、両津文化会館を会場にＪＡ佐
渡・ＪＡ羽茂主催による「ＴＰＰを考える島
民シンポジウム」を開催しました。農林漁業
関係者など約600人の方にご参加いただき、
「ＴＰＰに参加すると日本はどんな利益を得
て、何を失うのか」などを情報共有しながら
考えました。

　ＪＡ佐渡の髙橋会長は開会のあいさつで「ＴＰＰと私たち
のくらしについて考えるため、何がメリットで、デメリット
なのか、どのような影響が考えられるのか情報共有し、議論
が大きな輪となって地域に広がることを期待します」と話し
ました。

「ＴＰＰの議論が大きな輪となって
� 地域に広がることを期待」

　京都大学大学院工学研究科准教授の中野剛志氏を講師に迎
え、『ＴＰＰ亡国論』と題した記念講演を行いました。
　中野准教授は「ＴＰＰは実質的には日米協定であり、ＴＰ
Ｐ加盟は日本の貿易にとって何の利益もなく、逆にアメリカ
の貿易戦略に取り込まれてしまう」と指摘。また、「農産物
の平均関税率に関して言えば、諸外国と比較しても日本は十
分開国されている。日本が閉鎖的だというのは作られたイ
メージにすぎない」とし、食の安全や食料自給率向上の重要
性をあらためて強調しました。

「ＴＰＰは実質的には日米協定」

「政府は国民へ十分な情報提供を」

『ＴＰＰを考える島民シンポジウム』を開催しました

『ＴＰＰ亡国論』等の著作がある京都大学大学院准教授
の中野剛志氏が記念講演を行いました

ＴＰＰ事前協議をめぐる内外情勢について報告を行う農
政ジャーナリストの重野徳夫氏

『ＴＰＰを考える島民シンポジウム』を開催しました
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ＪＡ佐渡米販売情報

※収穫前契約等により、数量ベースでは県下各地域とも100％の契約に至っています。

23年産佐渡米販売状況 ４月15日現在

コシヒカリ 主食用販売
計画（トン）

販 売 実 績 主食用
契約率数量（トン） 前年同期比（％）

佐渡地区 16,200 9,643 88 97

新潟一般 111,013 61,197 72 100

魚沼地区 19,523 11,120 74 98

岩船地区 13,779 7,658 81 99

佐渡コシヒカリ販売価格
　11月７日より1,000円上げの18,800円で
推移しています。（東京着、税別、１等）
(取引価格の一つの目安であり、生産者手
取りではありません。また、全量この価格
で販売取引されるものでもありません。)

24年産米「出荷契約」の取りまとめ中です。

ＪＡへの出荷結集で有利販売を実現しましょう。

　減減栽培や生きものを育む農法など、「環境にやさしい佐渡米づくり」の取り組みが評価され、
佐渡産コシヒカリのブランド化が成果を結んできました。世界農業遺産の認定もこれらの取り組み
が重要な要素でした。農家の皆様の取り組みは確実に実を結んできています。
　一方で、“需要に見合う「量」の確保”は取引先への安定供給・信頼確保に向けた重要な課題となっ
ています。ＪＡでは取引米穀店の拡大とともに主要取引先卸への「播種前契約」や「収穫前契約」
もつなげつつ有利販売に努めているところです。ぜひＪＡへの出荷結集をお願いいたします。

　ＪＡ・系統の集荷率が低下すると・・・

　　　○産地がバラバラに販売することで販売力が低下し、産地間競争力やブランド力も低下します。
　　　○買い手側は大規模化する傾向にあり、売り手は分散ではますます買い手優位の状況となります。
　　　○販売価格の主導的な設定が困難となります。
　　　○�直売米の多くが県内など近場、早期に販売されると年間安定供給が求められるブランド米は販

売進度の遅れや保管料等のコスト高につながります。
　　

～ＪＡは取引先との「播種前契約」や「収穫前契約」を取り入れながら、有利販売を進めます。～

　　※�「播種前契約」は出荷契約締結前までに概ねの数量・価格条件を提示のうえ、卸・実需者からの
希望数量を取りまとめて契約を締結するもので、「収穫前契約」は主食計画の９割から播種前契
約を除いた数量について推進し、最大限の契約を行うものです。早期に販売先を確保することで
結びつきの強化をすすめ、需要の固定化・定着化を図ります。≪出荷契約数量の合計が販売計画
に直結します。ご協力ください。≫
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ＪＡ佐渡「４・３暴風被害」支援策
（県・市・連合会による支援を含む）

　ＪＡ有機につきましては、放射能濃度の自主検査も実施し安全性を確認しています。

　ＪＡ佐渡有機センター（カントリーエレベーター内）で製造
のもみ殻と牛糞の混合堆肥は、島内産原料100％の安心して使
用いただける堆肥です。
　平成23年度は約350ｔのべ500人の方から水田や畑・果樹園
地に使用いただき、好評いただいております。まだ使用されて
いない方もぜひ一度ご使用ください。

ＪＡ有機のご注文・お問い合わせは、各営農窓口または、
ＪＡ佐渡有機センター（カントリーエレベーター内　電話63－6061）まで。

「ＪＡ有機」を一度
　　　使ってみてください

【販売単位】
①　500㎏コンテナ　→　ＪＡ佐渡有機センターで販売（配達もします。）
　　価格4,200円（税込・配達運賃別）

②　30リットル入り袋　→　各支店営農窓口で販売しています。
　　価格420円（税込）

●さらに！ＪＡ佐渡の生産者部会・倶楽部員カントリーエレベーター利用者の方には、周年、特別価
格で販売しています。
　　500㎏コンテナ　　→【特別価格】　3,150円　
　　 ≪さらに配達運賃は通常価格500㎏あたり1,050円のところ、1,500㎏まで一律1,050円とお得

です≫

≪ＪＡ佐渡支援策≫
農業用ハウス復旧支援策
　暴風害により倒壊（一部倒壊を含む）したハウスの建て替えによる復旧にあたり、500円／平方メート
ルを助成いたします。
⑴ビニールのみの損害については、対象外となります。
⑵ＪＡへの発注により復旧を行うものに限ります。
⑶平成24年９月までに復旧したものに限ります。

（資金総額）
⑴「災害対策積立金」により資金充当する。ただし、支援総額500万円を限度とする。
　�ＪＡより購入する農業用ハウスおよび被覆資材について、決済期日を最大平成24年10月10日まで延長す
ることができる。

⑵その他、資金支援も行います。

※詳しい内容についてはお近くのＪＡ佐渡窓口までお問い合わせください。

４・３暴風被害に関するお知らせ
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ローンのことなら
まずは JAに相談しよう

農機具ローン

JAマイカーローン

農機具（中古を含む）の買い替えにご利用いただけます。
JAは明日の担い手を応援します！

とくとく金利（変動）
年2.2％（保証料別途）

●�完済時76歳超える方も農業後継者が連帯保証人に加入いただけ
る場合は利用可能です。詳しくはJA窓口で気軽にご相談ください。

所定の条件に該当する方に

とくとく金利（変動）　年2.0％（保証料込）
平成24年５月31日まで

JAのマイカーローンは、
新車や中古車の購入を
はじめ、修理・車検費用
など、カーライフに関す
るさまざまな用途にご
利用いただけます。JA
のマイカーローンで、快
適なカーライフを始め
ませんか。また、バイク
の購入等にもご利用い
ただけます。

快適なカーライフに

JAのマイカーローンを�

� ご利用ください

自動車・バイク（中古車含む）の
購入資金、点検・車検・修理費用、
運転免許取得資金、カー用品（カ
ーナビ等）のご購入などにご利用
いただけます。

使 い み ち

最高1,800万円まで

１年以上10年以内
（据置期間は２年以内）

ご融資期間

ご融資金額

６か月以上７年以内
ＪＡ住宅ローンをご利用いただい
ている方は、６ヶ月以上10年以内

借 入 期 間

最高500万円まで

ご融資金額

さらに、借入金額が100万円以
上の方は、借入から３年間JAバ
ンクアグリ・エコサポート基金
より最大１％利子助成されます。

所定の条件に該当する方に
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製
品
を
取
り
揃
え
て
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

（
営
業
時
間　

午
前
10
時
～
午
後

４
時
）

　

㈱
Ｊ
Ａ
エ
ー
コ
ー
プ
佐
渡
は
、

地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、

マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
の
レ
ジ
袋
有
料

化
に
伴
う
収
益
金
か
ら
30
万
円
を

佐
渡
市
に
寄
付
し
ま
し
た
。　

　

３
月
30
日
、
本
間
毅
彦
社
長
が

髙
野
市
長
を
訪
問
し
「
佐
渡
市
の

社
会
福
祉
に
使
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
」と
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

髙
野
市
長
は
感
謝
の
言
葉
と
と

も
に「
地
域
の
高
齢
化
が
進
む
中
、

買
い
物
弱
者
を
作
ら
な
い
よ
う
に

頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
ま

し
た
。

　

新
潟
県
厚
生
連　

佐
渡
看
護
専

門
学
校
で
、
４
月
13
日
、
入
学
式

が
行
わ
れ
、
新
入
生
49
人
（
島
内

出
身
者
21
人
、
県
内
24
人
、
県
外

４
人
）
が
看
護
師
に
向
け
て
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
佐
渡
か
ら
来
賓
と
し
て
髙

橋
会
長
が
出
席
し
、「
島
外
出
身

者
の
皆
さ
ま
に
は
、
佐
渡
の
豊
か

な
自
然
と
文
化
に
親
し
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。
３
年
後
に
は
全
員
が

看
護
師
に
な
ら
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
」
と
祝
辞
を
し
ま
し

た
。 地

域
医
療
を
支
え
る
人
材
に
期
待

佐
渡
看
護
専
門
学
校
入
学
式

金
井
支
店
１
階
に
オ
ー
プ
ン
し
た
新
・

融
資
セ
ン
タ
ー

前
回
よ
り
好
値
で
取
引
さ
れ
た
家
畜
市

場

佐
渡
産
の
生
乳
１
０
０
％
の
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
な
ど
が
人
気
の
直
売
所

髙
野
市
長
に
目
録
を
手
渡
す
Ｊ
Ａ
エ
ー

コ
ー
プ
佐
渡
本
間
社
長

新
入
生
49
人
に
向
け
て
祝
辞
を
す
る
髙

橋
会
長



青
年
部

委
員
長　
　

藤
原　

宏
道（
畑
野
）

副
委
員
長　

佐
藤　

重
雄（
相
川
）

副
委
員
長　

藤
井　

和
弘（
両
津
）

監
事　
　
　

林　
　

良
宏（
佐
和
田
）

監
事　
　
　

本
間　

隆
夫（
金
井
）

委
員　
　
　

中
川　

利
郎（
相
川
）

委
員　
　
　

菊
地　

正
敏（
佐
和
田
）

委
員　
　
　

池
田　

広
之（
金
井
）

委
員　
　
　

土
屋　

秀
和（
新
穂
）

委
員　
　
　

近
藤　

賢
次（
畑
野
）

委
員　
　
　

中
川　

和
之（
真
野
）

委
員　
　
　

堀
口　

晃
一（
小
木
）

委
員　
　
　

佐
々
木
弘
義（
赤
泊
）

委
員　
　
　

山
形　
　

崇（
両
津
）

顧
問　
　
　

土
屋　

智
徳（
金
井
）

任
期
／
１
年

女
性
部

本
部
長　
　

本
間　

弘
子（
佐
和
田
）

副
本
部
長　

橋
本　

久
子（
相
川
）

副
本
部
長　

金
子　

幸
枝（
真
野
）

監
事　
　
　

若
林　

カ
ズ（
畑
野
）

監
事　
　
　

佐
藤　

洋
子（
小
木
）

監
事　
　
　

松
本　

敏
枝（
両
津
）

役
員　
　
　

本
間　

早
苗（
金
井
）

役
員　
　
　

高
野
美
津
枝（
新
穂
）

役
員　
　
　

臼
杵　
　

環（
赤
泊
）

顧
問　
　
　

山
本
紀
美
代（
真
野
）

顧
問　
　
　

本
間　

春
美（
畑
野
）

顧
問　
　
　

佐
々
木
和
子（
小
木
）

任
期
／
２
年

※
顧
問
に
つ
い
て
は
任
期
１
年

シ
リ
ー
ズ
１

国
際
協
同
組
合
年

　

２
０
１
２
年
は
国
連
が
定
め
た
国
際
協
同
組
合
年
に
当
た
り

ま
す
。
国
際
協
同
組
合
年
を
通
し
て
、
協
同
組
合
の
社
会
的
意

義
や
役
割
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
国
際
協
同
組
合
年
」
と
は
？

　

国
連
は
２
０
１
２
年
を
国
際
協
同
組
合
年
（International 

Y
ear of Co-operatives

＝IY
C

）
と
定
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

協
同
組
合
が
も
た
ら
す
社
会
経
済
的
発
展
へ
の
貢
献
が
国
際
的

に
認
め
ら
れ
た
証
で
、
特
に
協
同
組
合
が
貧
困
削
減
・
仕
事
の

創
出
・
社
会
的
統
合
に
果
た
す
役
割
が
着
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
際
協
同
組
合
年
に
は
以
下
の
よ
う
な
３
つ
の
大
き
な
目
的
が

あ
り
ま
す
。

①
協
同
組
合
に
つ
い
て
の
社
会
的
認
知
度
を
高
め
る
・
・
・
協

同
組
合
の
貢
献
・
協
同
組
合
の
世
界
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
構
築
や
平
和
へ
の
取
組
な
ど
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う

②
協
同
組
合
の
設
立
や
発
展
を
促
進
す
る

③
協
同
組
合
の
設
立
や
発
展
に
つ
な
が
る
政
策
を
定
め
る
よ
う

政
府
や
関
係
機
関
に
働
き
か
け
る 

　

こ
れ
ら
の
目
的
に
向
か
っ
て
、「
協
同
組
合
が
よ
り
よ
い
社

会
を
築
き
ま
す
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
国
際
的
に
も
国
内
で
も

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で

は
、
協
同
組
合
が
ど
の
よ
う

に
社
会
に
役
立
っ
て
い
る
か

を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

24
年
度
新
役
員
体
制
が
承
認
さ
れ
た
青

年
部
総
会

女
性
部
総
会
で
あ
い
さ
つ
す
る
新
役
員

の
皆
さ
ん

青
年
部
・
女
性
部
新
役
員
決
定

Ｊ
Ａ
佐
渡
青
年
部
は
３
月
10
日
に
新
穂
支
店
で
、
女
性
部
は
３
月
22

日
に
本
店
で
通
常
総
会
を
開
催
し
、新
役
員
体
制
が
決
定
し
ま
し
た
。
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 新潟厚生連
　佐渡総合病院からの

医療のお話

　

心
筋
梗
塞
は
多
く
の
場
合
、胸
部
の
激
痛
、

絞
扼
感
（
こ
う
や
く
か
ん
）（
締
め
つ
け
ら

れ
る
よ
う
な
感
じ
）、
圧
迫
感
と
し
て
発
症

し
ま
す
。
胸
痛
は
30
分
以
上
持
続
し
冷
や
汗

を
伴
う
こ
と
が
多
く
、
重
症
で
は
シ
ョ
ッ
ク

を
示
し
ま
す
。
胸
痛
の
部
位
は
前
胸
部
、
胸

骨
下
が
多
く
、
下
顎
（
か
が
く
）、
頸
部
（
け

い
ぶ
）、
左
上
腕
、
心
窩
部
（
し
ん
か
ぶ
）

に
放
散
し
て
現
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
随

伴
症
状
と
し
て
呼
吸
困
難
、
意
識
障
害
、
吐

き
気
、
冷
や
汗
を
伴
う
時
は
重
症
の
事
が
多

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
で
は
特
徴
的
な
胸
痛
で
な
く
、
息

切
れ
、
吐
き
気
な
ど
の
消
化
器
症
状
で
発
症

す
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
や
高
齢
者
で
は
無
痛
性

の
こ
と
も
あ
り
、
無
痛
性
心
筋
梗
塞
は
15
％

程
度
に
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

狭
心
症
の
患
者
さ
ん
で
、
症
状
の
程
度
が

い
つ
も
よ
り
強
く
な
っ
た
り
、
回
数
が
頻
回

に
な
っ
た
り
、
軽
い
労
作
で
誘
発
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
不
安
定
狭
心
症
や

心
筋
梗
塞
に
移
行
す
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
た
だ
ち
に
専
門
医
を
受
診
す
る
の
が
安

全
で
し
ょ
う
。
重
症
な
病
気
な
の
で
、
前
記

の
よ
う
な
強
い
胸
痛
が
あ
れ
ば
す
み
や
か
に

救
急
車
で
専
門
医
の
診
察
を
受
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
ま
た
、
普
段
か
ら
病
気
に
な
ら

な
い
よ
う
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
努
め
る
こ

と
が
何
よ
り
重
要
で
す
。

内
科
医
師

 

有
田
　
匡
孝

「
心
筋
梗
塞
」

　

４
月
10
日
、
平
成
24
年
度
の

女
性
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
Ｊ

Ａ
佐
渡
本
店
で
開
催
さ
れ
、
各

支
部
よ
り
リ
ー
ダ
ー
41
人
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
最
初
に
Ｊ
Ａ
佐

渡
及
び
グ
ル
ー
プ
会
社
役
職
員

と
の
懇
談
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
対
し
、
女

性
部
と
し
て
何
を
す
べ
き
か
」

「
Ｊ
Ａ
カ
ー
ド
に
つ
い
て
も
っ

と
詳
細
に
明
記
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
質
問
や
要
望
が
活
発
に

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
体
の
研
修
と
し
て
は
、
グ

ル
ー
プ
会
社
２
社
に
よ
る
取
り

組
み
報
告
や
新
商
品
の
紹
介
、

佐
渡
市
農
林
水
産
課
の
市
橋
秀

紀
さ
ん
に
よ
る
「
佐
渡
の
地
産

地
消
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

の
発
表
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
研
修
内
容
を
参
考

に
、
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
方
を
中

心
と
し
、
私
た
ち
女
性
部
の
活

～
女
性
部
リ
ー
ダ
ー

�

研
修
会
～

41
人
が
研
修
会
に
参
加

動
テ
ー
マ
で
あ
る
「
地
産
地
消

運
動
」
の
輪
が
さ
ら
に
広
が
っ

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

午
後
の
部
で
は
、
部
員
に
よ

る
活
動
報
告
と
し
て
、
新
穂
支

部
の
岡
幸
子
さ
ん
か
ら
「
地

産
地
消 

手
作
り
味
噌
に
励
む
」

と
題
し
た
発
表
を
し
て
い
た
だ

き
、
意
欲
的
に
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
様
子
を
伺
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

 

女
性
部
本
部　

事
務
局
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田畑から
こんにちは

平成23年度新潟県ＪＡ共済小・中学生
交通安全ポスターコンクール入賞作品より

●
金
賞

　

金
井
小
学
校
３
年　

森　

香
菜
子
さ
ん

　

南
中
学
校
１
年　

中
川　

美
咲
さ
ん

「ＪＡ佐渡食茸部会」

※学年および学校名は応募時点のものです。

　

Ｊ
Ａ
佐
渡
食
茸
部
会
は
４
月
18
日
に
新
穂
支
店

で
役
員
会
を
開
き
、
平
成
24
年
度
の
研
修
会
開
催

計
画
や
、
放
射
能
検
査
の
実
施
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
佐
渡
食
茸
部
会
で
は
、
５
月
９
～
12
日
に

か
け
て
、
相
川
・
佐
和
田
・
畑
野
・
真
野
・
赤
泊
・

両
津
地
区
で
選
別
研
修
会
を
開
催
し
、
８
月
に
先

進
地
視
察
研
修
を
行
う
な
ど
、
佐
渡
産
原
木
乾
椎

茸
の
品
質
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
３
月
の
震
災
以
降
、
原
発
事
故
の
影
響
に

よ
る
放
射
能
被
害
へ
の
懸
念
か
ら
、
乾
椎
茸
に
つ

い
て
は
、
品
質
は
も
と
よ
り
安
全
性
に
つ
い
て
消

費
者
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
役
員
会
で
は
、
出
荷
者
別
に
Ｊ
Ａ
佐
渡

独
自
の
放
射
能
検
査
を
実
施
す
る
ほ
か
、
管
内
４

か
所
で
採
取
し
た
も
の
を
公
的
検
査
機
関
で
検
査

す
る
な
ど
、
安
全
性
を
証
明
す
る
た
め
の
取
り
組

み
を
行
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

永
橋
部
会
長
は
「
春
先
の
低
温
、
積
雪
の
影
響

で
こ
れ
か
ら
作
業
本
番
と
い
う
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
良
質
な
椎
茸
生
産
に

向
け
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と

話
し
ま
し
た
。
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「ありがとうの言葉が
仕事の励み」

介
護
福
祉
の
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
仕
事
で
や
り
が
い
を
感
じ
る

の
は
、
利
用
者
の
方
か
ら
「
あ
り

が
と
う
」
と
言
っ
て
い
た
だ
い
た

と
き
で
す
。４
月
か
ら
後
輩
が
入
っ

て
き
た
の
で
す
が
、
自
分
も
ま
だ

ま
だ
教
え
ら
れ
る
立
場
な
の
で
、

頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

小
さ
い
と
き
は
両
親
・
兄
２
人
・

祖
父
母
・
曽
祖
父
母
の
９
人
家
族

で
育
っ
た
の
で
、
に
ぎ
や
か
な
環

境
が
好
き
で
す
。
休
日
は
友
人
と

出
か
け
た
り
、
時
々
、
母
校
の
新

穂
中
学
校
の
バ
ス
ケ
部
の
練
習
に

顔
を
出
し
て
一
緒
に
汗
を
流
し
た

り
し
て
い
ま
す
。

新穂支店管内（新穂長畝）

須
す

田
だ

　瑶
よう

平
へい

さん

やさしくて少しやんちゃな煌くん、璃空く
んと妹の澪ちゃんです。お母さんの淳子さ
んからのメッセージ「澪ちゃんが泣くと、お
兄ちゃん２人は歌をうたったりしてあやして
くれます。いつもありがとう。」

真野支店管内（長石）

柴
しばはら

原 　煌
こう

くん　（４歳）　　　

　 　璃
り

空
く

くん　（２歳）　　　

　 　　澪
みお

ちゃん（０歳５か月）

お父さん　祥二さん　お母さん　淳子さん

今月の
さわやかくん

今
月の
愛撮る!!今

月の
愛撮る!!

　　
　　
　　　ア　イ　　 ド　　ル

「
手
先
を
動
か
す
こ
と
が
若
さ
の
秘
訣
」

相川支店管内（戸地）

杉山　クラさん（99）

今
年
10
月
に
１
０
０
歳
の
お
誕
生
日
を

迎
え
る
杉
山
さ
ん
。
わ
ら
草
履
作
り
が
日

課
で
す
。

嫁
い
で
か
ら
、
わ
ら
草
履
の
作
り
方
を

覚
え
た
そ
う
で
、
15
年
ほ
ど
前
か
ら
田
畑

は
人
に
任
せ
て
草
履
を
作
り
始
め
ま
し

た
。暖
か
く
な
る
３
月
頃
か
ら
編
み
始
め
、

日
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
１
か
月
で
30

～
50
足
作
る
そ
う
で
す
。

い
つ
も
自
宅
の
前
に
あ
る
作
業
小
屋
で

作
業
を
し
て
い
て
、
そ
こ
に
ご
近
所
さ
ん

が
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
こ
と
も
あ
り
、
杉
山

さ
ん
に
と
っ
て
趣
味
の
場
で
あ
り
、
話
の

花
が
咲
く
交
流
の
場
と
も
な
っ
て
い
ま

す
。取

材
の
際
に
編
む
姿
を
拝
見
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
が
、
力
の
要
る
作
業
を
こ
な
す

姿
は
と
て
も
い
き
い
き
し
て
い
ま
し
た
。
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お知らせ

３
月
26
日
開
催
の
主
な
協
議
事
項

①
通
常
総
代
会
の
提
出
議
案
に
つ
い
て

②�

全
区
域
を
区
域
と
す
る
役
員
推
薦
委

員
の
選
出
に
つ
い
て

③�

組
織
代
表
の
経
営
管
理
委
員
候
補
者

な
ら
び
に
監
事
候
補
者
の
推
薦
に
つ

い
て

④�

平
成
24
年
産
米
の
生
産
・
集
荷
・
販

売
の
基
本
方
針
に
つ
い
て

⑤�

役
員
責
任
調
査
委
員
会
の
設
置
に
つ

い
て

⑥�

平
成
23
年
度
県
常
例
検
査
に
係
る
改

善
状
況
報
告
書
に
つ
い
て（
再
報
告
）

経
営
管
理
委
員
会
だ
よ
り

第
18
回
通
常
総
代
会
の

�

ご
案
内

★
日
時

　

５
月
26
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

★
会
場

　

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡

　

組
合
員
を
代
表
す
る
総
代
の
み
な
さ
ま

全
員
の
出
席
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
ロ
ー
ン
・

�

サ
ン
デ
ー
相
談
会
開
催

　

住
宅
の
新
築
・
増
改
築
、
住
宅
ロ
ー
ン

の
借
り
換
え
相
談
の
ほ
か
、
マ
イ
カ
ー
・

農
機
具
の
購
入
等
あ
ら
ゆ
る
借
入
に
関
す

る
ロ
ー
ン
相
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★
日
時

　

５
月
27
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

★
会
場

　

融
資
セ
ン
タ
ー
（
金
井
支
店
）

エ
コ
定
期
貯
金　

Ｊ
Ａ
佐
渡

�

金
利
上
乗
せ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン�

★
取
扱
期
間

　

平
成
25
年
１
月
31
日
㈭
ま
で

　

10
万
円
以
上
の
定
期
貯
金
を
お
預
け
入

れ
い
た
だ
い
た
場
合
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
新
潟

が
平
成
25
年
１
月
31
日
現
在
の
本
定
期
貯

金
残
高
の
０
・
１
％
相
当
額
（
例
：
10
万

円
の
場
合
、
１
０
０
円
）
を
『
に
い
が
た

「
緑
」の
百
年
物
語
』に
寄
付
い
た
し
ま
す
。

※
お
客
様
の
負
担
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
最
寄
の
Ｊ
Ａ
金
融
窓
口
で
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
ポ
イ
ン
ト
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

�

会
員
募
集
中

　
「
Ｊ
Ａ
ポ
イ
ン
ト
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
会
員
登
録
を
し
て
い
た

く
と
、
ポ
イ
ン
ト
残
高
照
会
＆
ポ
イ
ン
ト

利
用
申
込
み
が
24
時
間
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
行
え
ま
す
。

３月末　ＪＡの概況

前年比　　　
組合員数� 15,038人� （328人）
（内正組合員数）� （9,390人）� （▲365人）
（内准組合員数）� （5,648人）� （693人）
貯　金� 1,094億2,619万円� （17億5,955万円）
貸出金� 182億8,236万円� （�４億4,164万円）
共済保有高（保障）� 4,797億3,840万円� （▲138億596万円）
購買品供給高� 5億5,280万円� � （329万円）
販売品販売高� 5億8,093万円� （▲6,113万円）

理
事
会
だ
よ
り

３
月
21
日
開
催
の
主
な
協
議
事
項

①�

職
制
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

②�

休
業
及
び
営
業
時
間
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

③�

給
与
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

④�

繰
延
税
金
資
産
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン

グ
に
つ
い
て

⑤�

「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム

兼
不
祥
事
ゼ
ロ
運
動
取
組
状
況
報
告

書
（
第
４
四
半
期
）」
に
つ
い
て

⑥�

平
成
23
年
度
県
常
例
検
査
に
係
る
改

善
状
況
報
告
書
に
つ
い
て（
再
報
告
）

⑦�

平
成
24
年
度
余
裕
金
運
用
方
針
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

⑧�

金
融
商
品
の
勧
誘
方
針
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

⑨�

一
般
貸
出
に
つ
い
て

【
総
合
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
先
】

Ｊ
Ａ
佐
渡　

総
務
部
企
画
課

（
電
話　

27
‐
６
１
６
１
）

受
付
時
間

月
～
金　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

http://www.ja-point.net/
ＪＡポイントネット 検索

●
Ｊ
Ａ
委
託
店
営
業
の
お
知
ら
せ

４
月
１
日
よ
り
、
Ｊ
Ａ
委
託
店
を
古
宮
商

店
（
下
川
茂
２
６
７

−

２
）
に
委
託
し
、

営
業
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
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タ　テ　の　カ　ギタ　テ　の　カ　ギ ヨ　コ　の　カ　ギヨ　コ　の　カ　ギ

エーコープの得
とく

する情報エーコープマーク推奨品

【締め切り５月21日㈪消印有効】
※�正解者の中から抽選で５名の方
にＪＡ商品券を差し上げます。
　当選発表は７月号誌面。

本間　正尚さん／村井喜美子さん／山川　まささん
吉田ゆかりさん／藤原五十鈴さん
　皆様にご記入いただいた個人情報につきましては、当広報誌に利
用する以外使用いたしません。

952-8502
佐
渡
市
原
黒
三
〇
〇
―一

Ｊ
Ａ
佐
渡

「
Ｊ
Ａ 

佐
渡 

5
月
号

　
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
」
係

・ 答え
　　○○

○○○

・ 郵便番
号

・ 住所
・ 氏名
・ 年齢
・ 職業
・ ＪＡ佐渡

の感想、

  農業やＪ
Ａにつ

  いて思わ
れるこ

  となど

応 募 方 法

【
解
き
方
】

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
解
い
て
Ａ
〜
Ｆ
の

二
重
ワ
ク
の
文
字
を
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
ま
す
。そ
れ
が
答
え
で
す
。

☆
対
象
商
品

「
エ
ー
コ
ー
プ
　
は
ち
み
つ
」

☆
規　

格　

２
５
０
ｇ

☆
特
典
価
格
（
税
込
）

　

３
４
８
円
（
当
店
定
価
４
３
８
円
）

☆
ご
利
用
期
間

　

平
成
24
年
５
月
１
日
～
５
月
31
日

エーコープ
はちみつ

★３月号の答え
　ユキヤナギ

３月号の当選者

①とても義理堅い――な人

③犬がパタパタ振るもの

⑥――のある美しい髪

⑦フェルトペンの――を閉め

た

⑧こどもの日に食べます

⑩建物の外壁を覆うこともあ

る植物

⑪後悔したときにかみます

⑭選挙に出ます！

⑰北アルプスの――水が富山

湾に流れ込む

⑲カード型になっているホテ

ルもあります

⑳夜の――が下りて星が輝き

始めた

�開いてパタパタあおぎます

①暦の上ではこの日から夏で
す

②秀吉は金色に輝くものを造
らせました

③名古屋城のてっぺんに載っ
ています

④紙をくるりと丸めて作りま
す

⑤北海道大学の並木が有名な
植物

⑦驚いたときにつぶします

⑨季節の変わり目に他の場所
へ飛んで行きます

⑫絞って拭き掃除に使います
⑬日本なら東京、アメリカな
らワシントン

⑮今度まとめて払うから、
　――でお願い
⑯水まきするときに伸ばしま
す

⑱イノシシにもゾウにも生え
ています

　左下のクーポン券を切り
取って、お近くのＡコープ
店にご持参ください。対象
商品を特典価格にてご提供
いたします。

カリカリ梅ドリンク ＪＡエーコープ佐渡
取締役部長　菊池美晴

 作り方 
①青梅を水洗いし、塩分３％の塩水に約３時間漬ける。
②�水気を取った梅を木づちやビンの底でたたいてヒビを入れ、広
口ビンに入れる。

③�はちみつを入れる。
④�翌日から１週間は、毎日１～２回底の方からよくかき混ぜる。
⑤�10日でおいしく飲めます。
⑥�梅の実は漬けてから１か月を過ぎるとおいしく食べられます。

商品特徴
　自然の風味を損なわないよう、高温加熱処理をしていません。
　また、色・味を調整するための精製はちみつや異性化液糖など
は、一切使用していません。

 材　料 
エーコープはちみつ���２㎏
青梅（新鮮で固い実）���１㎏

塩分３％の塩水
（水１ℓに対して塩30ｇ）
広口ビン（果実酒用）

き
り
と
り
せ
ん

エーコープ推奨品クーポン券

エーコープはちみつ（
348円

）

※
ク
ー
ポ
ン
券
1枚
で
1品
限
り
。

　
　ご利

用
期
間

　
平
成
24年５月１日　

　
〜５月31日　15

1 6 8 13 17 20

2 10 18

9 14

7 15

3 11 21

4 12 19

5 16

1 5 7 13 20

2 14 17

8 11 18

6 15

3 12 21

4 9 16 19

10

D

A

C

E B

F

E

B

Ａ

C

Dヒ ナ マ ツ リ ゴ

カ ラ ン シ ヤ リ

リ キ ス ト ラ

ソ ツ ギ ヨ ウ

シ バ ナ ビ ア

ジ ユ シ リ エ キ

ミ オ テ ン キ ヤ
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いが蒸しだんご
～米粉ともち米で作るおやつ～女性部赤泊支部

臼
うす

杵
き

　　環
たまき

さん

親子で、または
お孫さんと一緒
に作って楽しみ
ませんか？

日本の食と農業を守るために ＴＰＰ参加交渉反対

材　料（約20個分） 作り方
１．もち米を洗って３等分し、食紅を溶いた水
に２～３時間浸しておく。

　　※�赤・緑は蒸すと色濃くなるので薄めに、
黄色は濃いめの色水を作るのがポイン
ト。

２．もち米をザルにあげて水を切っておく。
３．米粉と白砂糖を混ぜ、水280ccを加えて
十分こねる。

４．ピンポン玉くらいの大きさ（40～ 50ｇ）
に丸め、水切りしたもち米をまんべんなく
まぶす。

５．湯気のあがった蒸し器に濡れふきんを敷
き、15～ 20分くらい蒸す。

６．蒸しあがったら取り出し、うちわであおい
であら熱を取って出来上がり。

　　（たくさん作って冷凍保存も可能です。少
し固くなったらオーブントースターで軽く
焼くとおいしくいただけます。）

[準備する機具…蒸し器、ふきん]
米粉（さどっ粉・ミックス粉）�………………400ｇ
白砂糖……………………………………………200ｇ
水……………………………………………… 280cc
もち米………………………………………………１合
食紅（赤、黄、緑）�………………………………少々

　薬や化学肥料を５割
以上削減し、かつ佐渡
市基準の「生きものを
育む農法」による佐渡
産コシヒカリ100%か
ら作られた米粉に小麦
グルテンを加えた、米
粉パン用粉です。

　パン以外にもピザ生地、餃子の皮、スポ
ンジケーキ、てんぷらの衣など幅広い用途
にお使いいただけます。
�１kg入り　￥450（税込）
500g入り　￥250（税込）

さどっ粉（米粉パン用ミックス粉）
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